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【研究活動の要約】 

 森林を適切に管理することは、林業振興や農山村活性といった経済的側面のみならず、水源涵養、産

地災害防止、レクレーションといった公益的・社会的側面を十分に発揮するためには重要である。近年、

森林を管理する方法は急速に進化・発展を遂げており、例えば、航空機から地上をスキャンして地域の

森林資源量を把握する「LiDARデータ解析」や携帯用地上レーザーを用いて森林の内部の３次元画像を

取得して解析する「地上レーザスキャナー」といった方法が実用化されつつある。本研究の連携機関で

ある京都府京丹波町では、平成 27 年度に町内全域について町独自の予算で LiDAR データを入手し、

また住友林業株式会社が開発した ALSデータを利用した「森林資源量解析システム」を京丹波町森林組

合に導入している。しかし、これらのデータやシステムは導入されて日が浅いため、十分活用されてい

るとは言い難い。そこで、本研究では航空レーザー測量や地上レーザー測量等により取得された高度な

IT 技術を森林管理現場へ応用することを目的とし、そのために、①. 京丹波町の LiDAR データを用い

た基礎解析、②．同町内の試験地において地上レーザーデータを新規に入手、両 IT データを用いた解

析を実施した。 

【研究活動の成果】 

①. ALSデータを利用した相対幹距の推定 

 京丹波町内のスギ・ヒノキの人工林を対象に、個々の林分の健全度を示すマップを作成することを目

的として、ALSデータから推定した林相区画別の平均樹高と立木本数密度のデータを用いて相対幹距を

算出し、その結果をもとに相対幹距区分図を作成した。この区分図を用いることにより、間伐が適切に

実施されている場所とそうでない場所を視覚的に把握できるようになったとともに、間伐計画を作成す

る際の基礎資料として活用できるようになった。 

②. 京都府京丹波町全域の地位指数分布図の作成 -ALSデータの活用- 

 ALSデータから得られる DSMおよび DTMを利用して、直接的に地位指数分布図を作成した。本研究で

は、地位指数曲線を用いず、ALS データから作成した DCHM を用い、DCHM を目的変数とした数量化Ⅰ類

によって林齢 40 年時の樹高を推定して地位指数分布図を作成した。このようにして推定した地位指数

データがどの程度、町全域の地位指数分布図作成に有効か、また活用可能かについても検証を行った。 

【研究成果の還元】 

・平成 28年９月５日 「京丹波町における森林資源解析データを活用した森林の合理的管理について」

（於；京丹波町）セミナーの開催 

・平成 28年 10月 22・23日「第 67回応用森林学会大会」にて研究成果発表（塩田ら）、（田中ら） 

・平成 29年３月 28日 「第 128回日本森林学会」にて研究成果発表（塩田ら、田中ら）、（田中ら） 

【お問い合わせ先】 生命環境科学研究科  流域情報学研究室  講師・美濃羽 靖 

          Tel: 075-703-5684    E-mail: sharmy@uf.kpu.ac.jp 
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